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概 要 

応 用 分 野 

我々の生活を支えるために利用した化学物質や、工業生産などより発生した化学物質が、河川、湖沼、
地下水などへ漏出・蓄積することにより、人の健康や生態系に影響を及ぼす可能性があることが問題と
なっている。本研究では、排水中に含まれる化学物質のうち、人の健康に悪影響を及ぼすおそれがある
ジクロロメタンやトリクロロエタンなどの有機塩素化合物、および難分解性の1,4-ジオキサンを、表面にた
くさんの微細な穴（細孔）が空いた多孔質の触媒を用いて分解する新しい環境触媒の創製を目指す。 
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研 究 内 容 

メソ多孔質シリカ（MCM-41及びSBA-16）を基材とし、その細孔中に酸化触媒（酸化セリウム）のナノ粒子を埋め込ん
だ触媒を新たに合成した。いずれの触媒も比表面積が数百m2g-1と大きく、一方、平均細孔径は数nmと極めて小さいこと
が明らかとなった。これらの結果から、本研究で合成した触媒は、極めて多数の細孔内に、有害物質を吸着・浄化可能
な構造を有していることが明らかとなった。 


